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＜専門教育科目＞
生涯発達看護学総論
広域実践看護学総論

＜共通教育・
専門基礎科目＞
看護研究方法論
論理的思考論
対人援助論
看護統計法

＜専門教育科目＞
生涯発達看護学特論A（成人慢性看護学）
生涯発達看護学特論B（成人急性看護学）
生涯発達看護学特論C（小児看護学）
生涯発達看護学特論D（母性看護学）
広域実践看護学特論Ａ（基礎看護学）
広域実践看護学特論Ｂ（老年看護学）
広域実践看護学特論Ｃ（精神看護学）
広域実践看護学特論Ｄ（在宅看護学）
広域実践看護学特論Ｅ（公衆衛生看護学）

＜共通教育・
専門基礎科目＞

看護倫理
看護教育論
看護マネジメント論

＜共通教育・
専門基礎科目＞

保健看護行政論
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修士課程
看護学研究コース
ディプロマ・
ポリシー

○ 専門領域における幅広い
専門知識と理解力を身につけ
ている。

○ 看護の臨床現場で生じて
いる課題の解決・改善に向け
ての研究を実施し、公表できる。

○ 臨床現場で生じている課
題を科学的・論理的思考に基
づいて解決する方法を見出す
ことができる。

○ 看護実践、看護教育、看
護研究の発展に寄与するよう
に、自らの実践を向上していく
ことができる能力を身につけて
いる。

○ 人々の健康を支える専門職チーム
において、メンバーシップを発揮すると
ともに、リーダーとして、メンバーの役
割を尊重し、メンバー間の協働や連携
を促進することができる。

本図は下記に で示す５つのディプロマ・ポリシーを
達成するために必要な科目の流れと

順次性・科目間のつながりを示しています

＜共通教育・
関連科目＞

障害児・者の教育と心理

＜専門教育科目＞
生涯発達看護学演習B
広域実践看護学演習B

＜専門教育科目＞
生涯発達看護学演習A
広域実践看護学演習A

＜共通教育・関連科目＞
保健医療分野に関する理論と
支援の展開
人間・社会福祉学特論
子ども・家庭福祉学特論
発達臨床心理学特論
医療倫理特論
福祉行政論特論
運動機能障害学特論

特別研究

＜共通教育・
関連科目＞

家族関係・集団・地域社会
における心理支援に関する
理論と実践


